
【アイガモロボとは？】 化石燃料、化学農薬＆肥料、人手を使わずに
高付加価値の有機米を作り、農家の収益に貢献するロボット

18



農研機構の全国実証で
　　除草作業の負担軽減に一定の成果

•除草では「６割減」
•収量では「１割増」

19



20

【新型アイガモロボ】



【新型アイガモロボの稼働範囲】

複数の田んぼで稼働させても効果を発揮

45a 30a 40a

ロボット1台1日の稼働履歴
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【新型アイガモロボ田植え翌日 浅瀬の走波性】
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これまでの実践・検証
【R４年度】
　アイガモロボ６台　と　スマホ水管理システム８台　 3.2ha
　平地・中山間に各々初めて配置
　　➡水管理システムは全て有効，アイガモロボはほ場により差異
【R５年度】
　アイガモロボ１３台　と　スマホ水管理システム５２台　5.7ha
　平地・中山間の両エリアで範囲を拡大し配置，ほ場の均平化
　　➡アイガモロボは同一条件でも差異，さらなる実証必要
【R６年度】
　アイガモロボ１１台　と　スマホ水管理システム１２台　6.3ha
　アイガモロボに水田除草機の併用，新型アイガモロボ実証
　　➡新型アイガモロボが，雨風・浅瀬にも有効 23



これまでの実践・検証
【R４】

【R５】

【R６】
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詳細は農水省のホームページ「スマート農業をめぐる情勢について」
【国が推進するスマート農業】
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【2024年のアイガモロボの活動】
農水省「有機農業をめぐる事情令和6年5月版」やYahooニューストップ等に取り上げられている
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環境保全型農業，有機農業の推進
　
　➡再生産可能な価格での販売が必須
　　価値の共有，販路を確保することが大事

　➡R６～農水省「有機農業産地づくり推進事業」活用
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環境配慮・有機農業の推進　首都圏でのPR

28

東京大学と連携，駒場キャンパス内『食堂コマニ』で，グリーンな栽培のプレゼンや交流会で情報発信



環境配慮・有機農業の推進　人材育成・交流
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有機JAS実践者と先進地への視察交流（熊本県山都町，宮崎県綾町）



環境配慮・有機農業の推進　大崎オーガニックデイ

30

　　12月5日6日　市内産有機JAS認証米を，全小中学校に初提供(1万食）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　生産者2名による有機農業の授業！



大崎市オーガニックビレッジ宣言~Oganic City Osaki~
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３月１４日　有機JAS実践者・JA・東北農政局・宮城県・市議会等関係機関で今後の推進を共有，発信！



オーガニックビレッジ宣言
市内産有機農産物等の米や野菜を，地元料理人に調理していただき，大崎有機の食を体感した。
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R7  新型アイガモロボを活用　新規の有機ほ場を 

33

新型アイガモロボを貸出し，
有機JAS認証へ　
新規ほ場(R7：7ほ場)でチャレンジ
　　　　　　⬇

初年度の転換中の米を
姉妹都市台東区の学校給食へ
初めて供給予定



グリーンな栽培で，生きものと共生し
　　　持続可能な農業へ！

SDGs
未来都市
おおさき
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